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しかし、緑豊かな地球の環境を守る上で、気候
変動対応とともに必要不可欠な要素があります。
それは、私たちの身の回りの植物や動物、大気や
水、土壌といった「自然資本」の保全・回復です。

例えば、地球の気温上昇を食い止められたとして
も、それが緑の山々を切り拓いて一面に太陽光
パネルを敷き詰めたり、巨大な人工物の設置によ
って生態系を破壊して実現したものであれば、私
たちは地球の環境を守ったとは言えません。私は、
気候変動と自然資本は、地球の環境問題の解
決を目指す上での両輪であると認識しています。

昨年も、世界は様々な自然災害に見舞われまし
た。パキスタンは大洪水によって国土の1/3が水
没し、欧米諸国は記録的な熱波に襲われ、アフ
リカ諸国は大旱魃に苛まれました。「100年に1
度」レベルであるはずの「想定外」な激甚災害が、
昨今は毎年のように起きてしまっています。

こうした気候変動問題に対する関心は世界的に
高まっており、気温の上昇を産業革命以前と比
べて1.5℃以内に収め、2050年にネットゼロを
実現するべく、各国で取組が進んでいます。
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地球の環境にとって節目の年と
なるであろう2050年に向けて、
SMBCグループは、気候変動へ
の対応と自然資本の保全・回復
にグループ一丸となって取り組ん
で参ります。
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我々のルーツである三井・住友は、400年もの長
きにわたる歴史の中で、サステナビリティの精神を
連綿と受け継ぎ、住友の先達は、明治の時代に
自社の別子銅山において大規模な植林を実施
し、緑豊かな山林を取り戻しました。この精神を
尊び、SMBCグループは、脚本家の倉本聰氏が
主宰する富良野自然塾を設立以来支援してい
ますが、ここでも元々ゴルフ場だった広大な土地
が、長年にわたる8万本もの植林活動が実を結
び、本来の森の姿を取り戻しつつあります。

この自然塾にある石碑に、「地球は子孫から借り
ているもの」との言葉が刻まれています。緑豊かな
地球は、子孫から借りているものだから返さないと
いけない、返すものだから汚してはいけない、汚し
てしまったらきれいにする。そんな当たり前のことこ
そが、我々人類が自然資本に関して真剣に取り
組まねばならないことだと思います。

SMBCグループは、「環境」への取組を経営戦略
上の重点課題の一つと位置付け、その両輪を担
う気候変動と自然資本に関し、お客さまのトラン
ジションの支援を通じた脱炭素社会の実現と、自
然資本の保全・回復への貢献を目指しています。
自然資本に関しては、秋田県に設立した農業法
人において持続可能な農業ビジネスの実践に取
り組んでいるほか、南米を中心に植林活動を実
施している森林ファンドへの出資等を行っています。

また、そうした自社での取組に加え、さまざまな地
域・産業の企業と繋がる結節点として、お客さま
の取組を支援する役割も重要です。三井住友
銀行やSMBC日興証券によるインフラプロジェクト
へのファイナンスやグリーンボンド引受、三井住友
ファイナンス&リースによるサーキュラーエコノミー実
現に資するリースソリューション、日本総合研究所
によるコンサルティング等、ネイチャーポジティブ実
現に貢献すべく、グループベースで多様なソリュー
ションを提供しています。

昨年のCOP15第二回会合において、2030年
までにネイチャーポジティブを達成し、2050年まで
に自然と共生する世界を実現することが、世界の
目標として定められました。環境保護の両輪であ
る気候変動の領域においても、2050年のネット
ゼロ実現に向けて世界は既に動き始めています。
地球の環境にとって節目の年となるであろう
2050年に向けて、そしてその先も未来の子ども
達へと緑豊かな地球を返し続けてゆくために、
我々SMBCグループは、気候変動への対応と自
然資本の保全・回復にグループ一丸となって取り
組んで参ります。
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1. 自然資本に対する考え方 

（１）自然資本に関する基本的な考え方 

自然資本とは、植物や動物、大気や水や土壌などの天然資源を意味します。自然資本の毀損は、サプラ
イチェーンを通して、人間の生活に大きな影響を及ぼします。自然資本の安定は、生物多様性によって支え
られており、その喪失は環境や経済、社会に広範な打撃を与えます。生物多様性及び生態系サービスに関
する政府間科学政策プラットフォーム（IPBES）の研究1では、自然変化を引き起こす要因は加速しており、
地球規模で大きな影響を与えていること、社会変革を促進する協調的な努力により、自然保護に関する目
標を達成できる可能性があることが示されています。 

SMBC グループは、生物多様性を含む自然資本の喪失が、リスクの増加や保有する金融資産の価値毀
損など、金融グループとしての幅広い事業活動に潜在的な影響力を有する可能性があると考えています。一
方、自然資本の適切な保全・回復は、社会の基盤を強固にすることで、人間の生活を豊かにし、健康を促
進することにつながると考えています。 

こうした中、自然資本に関するリスクや機会を適切に評価し、開示するための枠組みを構築する国際的な
組織である「自然関連財務情報開示タスクフォース（TNFD）」をサポートするステークホルダー組織である 
TNFD フォーラムへの参画を通じ、自然に関連した幅広い情報開示を行ってまいります。 

（２）経営理念と「SMBCグループ サステナビリティ宣言」「グループ環境方針」 

当社グループは、世界規模で環境・社会問題が深刻化する中、これまで以上に社会の健全な発展に貢
献していく姿勢を明確なものとするため、「社会課題の解決を通じ、持続可能な社会の実現に貢献する」とい
う経営理念を掲げています。 

そして、持続可能な社会の実現を目指すうえでの当社グループの基本姿勢として「SMBCグループ サステ
ナビリティ宣言」を策定しています。「SMBCグループ サステナビリティ宣言」では、「サステナビリティ」を「現在の
世代の誰もが経済的繁栄と幸福を享受できる社会を創り、将来の世代にその社会を受け渡すこと」と定義し
ています。これを踏まえ、人類が何世代にもわたって安定的に生態系サービスの恩恵を受け続けることができ
るよう、自然資本の保全・回復に努めています。 

また当社グループは、「持続可能な社会」の実現を人類共通の重要な課題であると認識し、地球環境保
全及び汚染の防止と企業活動との調和に向けて継続的な取組を行うために、「グループ環境方針」を定めて
います。本方針では、当社グループの事業と自然との相互作用を認識しつつ、ネイチャーポジティブ（自然資
本の減少を食い止め、回復させること）の実現に努めていく旨を謳っています。 

 

                                         
 
1 生物多様性と生態系サービスに関する地球規模評価報告書（2019年公表） 




